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研究成果の概要（和文）：　本研究は, 2年間にわたり, わが国における保育ソーシャルワーカーの導入に焦点
を当てて, より高度な専門職の育成をも含めた一連の養成支援システム（富山モデル）の構築を目的に研究を行
った。
　まず, 1年目は, 保育現場等におけるソーシャルワーカーの必要性に関する文献調査と実態調査を行い, 保育
ソーシャルワーカーとして備えるべき効果的な援助的要素を抽出し, これをもとに養成カリキュラムの基礎資料
を作成した。2年目は, 基礎資料をもとに, 養成カリキュラムの内容と指定履修科目の確定ならびに各科目のシ
ラバス作成までを含めた一連の保育ソーシャルワーク教育課程の構築と設置の提案を行った。

研究成果の概要（英文）：　This research focused on the introduction of childcare social workers in 
Japan over the course of two years. It aims for constructing a training support systems (We call "
Toyama model"), including training systems for higher level professionals .
　In the first year of the research, we conducted the literature review and fact-finding survey on 
the necessity of social workers in nursery schools etc. Based on the survey, we found effective and 
supportive elements for becoming nursing social workers, and then based on the survey, we made the 
foundamental documents for the training system. In the second year, with the foundamental documents,
 we proposed the establishment of a series of the curriculum for training nursing social workers. 
The proposal includes the contents of the training curriculum and confirmation of designated course 
subjects and the preparation of syllabus for each subject.

研究分野：ソーシャルワーク
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１．研究開始当初の背景 
（1）学術的背景にみる本研究の意義 
2008（平成 20）年 3月「保育所保育指針」
が改定され，保育所の多様化する子育て問題
に対応していくため，その中心的役割を担う
保育所保育士に，保護者への相談援助，家庭
や地域社会との密な連携，虐待予防，権利擁
護機能も含めた児童福祉施設における社会福
祉専門職（ソーシャルワーカー）としての役
割の強化が明示されるようになり，ソーシャ
ルワークの必要性が年々高まっている点に，
本研究の着想と行うべき意義があると言える。 
しかしながら，「保育ソーシャルワーク」は，
ソーシャルワーク分野において，まだ開拓さ
れていない未知の領域であるため，研究者が
極めて少ないのが現状である。国内の研究動
向についても，国立情報学研究所が運営する
学術情報データベース上における「保育ソー
シャルワーク」関連論文は，2000年からわず
か 34件であった。海外に至っては皆無であり，
学術的背景にも極めて乏しい領域である。 
本研究者自身も，富山県においてスクール
カウンセラーを 10 年以上にわたり務め，平
成 20年度からは，全国の動向に合わせ,県内
初のスクールソーシャルワーカーの養成を行
ってきた中で，明らかにスクールカウンセリ
ング業務だけでは対応しきれない複雑かつ多
問題ケースが，特に低学年に増加している現
状を目の当たりにしてきた。 
（2）本研究の特色 
本研究の特色は，まず就学時前の段階に焦
点を当てていくことが重要だと位置づけたこ
と，次に早期介入・予防するべきケースをは
じめ，保育所等との連携が欠かせないケース
や複数の社会資源を必要とし，多面的な視野
からの対応を求められるケースが，今後さら
に増加すると予想されることから，保育現場
への保育ソーシャルワーカーの本格的な導入
と配置，人材育成までをも含めた一連のシス
テム構築を試みるための実践かつ実証的研究
を行ったこと，の 2点であると言える。 
 
２．研究の目的 
本研究は，わが国で初めて，就学時前の保
育現場等への“（仮称）保育ソーシャルワー
カーの導入検討”に焦点を当てるものであり，
人材育成をも含めた一連のシステム構築（富
山モデル）をその最終的な目的としている。
 具体的には，①「子育てに関するアンケー
ト調査」を富山県内の保育士会の協力のもと
に実施し，実態を把握すること，②実態調査
から保育ソーシャルワーカーが備えるべき
効果的援助要素を抽出すること，③援助要素
をもとに「保育ソーシャルワーカー養成カリ
キュラム」の検討と，その教材を開発するこ
と，④効果的な配置方法や全国の社会福祉士
養成校での人材育成の普及に向けた検討を行
うこと，以上の4点について明らかにすること
を目的とした。 

３．研究の方法 
（1）研究初年度（平成27年度） 
①保育現場等におけるソーシャルワー
カーの配置の必要性に関する文献調査と
学会の動向把握，実態調査，②実態調査等
からの保育ソーシャルワーカーが備える
べき効果的な援助要素の抽出の検討，③援
助要素をもとに，保育ソーシャルワーカー
養成カリキュラムの検討，を行った。 
 
（2）研究2年目（最終年度：平成28年度） 
  ①保育ソーシャルワーカーの「養成カリ
キュラム」と「シラバス」の試案作成，②
教材開発に向けた具体的作業の実施，③人
材育成をも含めた一連の養成支援システ
ム（富山モデル）の構築とその普及策の検
討，を行った。 
   
４．研究成果 
（1）研究初年度（平成27年度） 
①国内外の保育ソーシャルワーク関連
の論文のすべてのとりまとめ作業を行っ
た。具体的には，「保育」「ソーシャルワー
ク」の 2つのキーワードを含むすべての論
文の abstractをデータベース化し，レビュ
ーを作成した。また，富山県高岡市保育士
会研究部会と協力し，市内すべての保育所
に対して保護者へのアンケート調査を実
施し，子どもや保護者を取り巻く実態把握
とソーシャルサポートの必要性について
研究を行った。その成果は，県の保育士会
総会で発表（2016年 5月 28日）された。 

 
   ②実態調査から保育場面におけるケア
マネジメント総合力として，保育ソーシャ
ルワーカーが備えるべき効果的な援助要
素には，a)「他の専門職との連携・協働力」，
b)「ネットワーク力」，c)「関係機関・サ
ービス活用力」，d)「社会資源の発掘力」，
e)「アウトリーチ力」，f)「コーディネー
ション力」の 6つが明らかとなった。 

 
③教材開発の 1つとして，日本保育ソー
シャルワーク学会（事務局：九州ルーテル
学院大学）と連携して，日本保育ソーシャ
ルワーク学会編 『保育ソーシャルワーク
学研究叢書』の着想に入った。 

 
   ④「保育ソーシャルワーカー養成」のた
めのカリキュラム内容とシラバスの具体
的な検討に入った。 
 
（2）研究2年目（最終年度：平成28年度） 
    ①保育ソーシャルワーカーの「養成カリ 
キュラム」と「シラバス」の試案作成 
保育ソーシャルワークを行うのは，保育
者や社会福祉士といった単独の専門職では
なく，考案した教育課程において独自に養
成される「保育ソーシャルワーカー」であ
るとした。 



  したがって，本教育課程は，一定の資格
要件に加え，内容も保育や社会福祉士の分
野だけでは賄いきれない，保育ソーシャル
ワーク特有の事項を中心としたカリキュ
ラムとし，計 6科目からなる指定履修科目
とシラバスを作成した（図 1）。 
具体的には，a)子ども育成論，b)子ども
育成専門演習，c)保育ソーシャルワーク論，
d)保育ソーシャルワーク専門演習，e)保育
ソーシャルワーカー実習指導，f)保育ソー
シャルワーカー実習，である。 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

図 1 保育ソーシャルワーク養成教育課程案 

②教材開発に向けた具体的作業の実施 
日本保育ソーシャルワーク学会（事務
局：九州ルーテル学院大学）から，日本保
育ソーシャルワーク学会編『保育ソーシャ
ルワーク学研究叢書（全 3巻：晃洋書房）』
を 2018 年 10 月に刊行することとなった。 
具体的には，第 2巻（内容・方法編）の
第Ⅰ部「保育ソーシャルワークの内容と実
践」の第 4章「保育に関する情報提供」の
部分を執筆担当し，現在第 2次構成案を作
成中である。 
 
③人材育成をも含めた一連の養成支援シ 
ステム（富山モデル）の構築とその普及策 
の検討 
保育士と社会福祉士（受験資格）の両
資格を取得できる養成校はほとんどない
のが現状である。しかし，本学の場合は，
どちらの資格も取得可能な教育課程とな
っているため，ここに上述の独自の保育
ソーシャルワーク養成課程なるカリキュ
ラム（富山モデル）をさらに設けること
が可能であるとともに，保育士と社会福
祉士（受験資格）も持った，ハイブリッ
ドで高度な専門職養成と人材育成を富山
から発信できると考えた。 
また，保育ソーシャルワーカーの実際の
配置形態については，「保育施設配置型（配
置型）」と「センター派遣型（巡回型）」の
2 つが考えられるとし，今後は，地域の実
情に合わせながら展開されることが望ま
しいとした（図 2）。特に，センター派遣型
の配置先としては，これから全国展開が目
指されている「子育て世代包括支援センタ
ー」を有力な候補先として提案した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 2  保育ソーシャルワーカーの配置形態について 
 

本研究から，我が国においては，未就
学児の子どもを取り巻く問題が, より多
様化・複雑化しており，保育現場でソー
シャルワークを担える高度な人材育成が
早急に求められていると考えられた。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 保育ソーシャルワーカーの立ち位置イメージ 
 
保育ソーシャルワーカーは，これから
の教育，保育，福祉のハイブリッドを掲
げる新たな専門職であると思われ（図 3），
人材確保や予算面において，まだ課題は
あるものの，富山モデルとして全国に普
及できるよう今後発信していきたいと考
えている。 
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